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研究の概要、新規性及び目標 

  ①研究の概要 

 ｴﾚｸﾄﾛｽﾋﾟﾆﾝｸﾞ装置を用いて、繊維径数百ｎｍのﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰ不織布を形成し、不織布ﾌｨﾙﾀｰ材と複合

して高機能ｴｱﾌｲﾙﾀｰ・液体ﾌｨﾙﾀｰを開発した。 

ﾛｰﾗｰ方式ｴﾚｸﾄﾛｽﾋﾟﾆﾝｸﾞのﾊﾟｲﾛｯﾄ装置を導入し、実用化ｻｲｽﾞで、顧客での実用化試験を開始した。

 

  ②研究の独自性・新規性 

 不織布は空気中の粉塵や液中の汚濁物質を除去するﾌｨﾙﾀｰとして、各種産業や生活の中で有効に

利用されている。しかし、高性能のﾌｨﾙﾀｰは、直径 0.1～1μm（100～1000nm）のｶﾞﾗｽ繊維を用い

たﾌｨﾙﾀｰが使用されており、焼却できないため、廃棄物処理に問題がある。また、捕集効率を高

めるため、高圧力損失のﾌｨﾙﾀｰ材となっており、運転時に大きなｴﾈﾙｷﾞｰを消費する装置となって

いる。この改良として、高分子材料のﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰの活用が期待されている。とくに、ｴﾚｸﾄﾛｽﾋﾟﾆﾝｸﾞ

製法によりつくられる繊維は、50～500nm 程度のﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰであり、この繊維を他の不織布ﾌｨﾙﾀｰ

材に積層することにより、ｻﾌﾞﾐｸﾛﾝ粒子の捕集効果が期待できるので飛躍的に捕集効率を高める

と共に、低圧損で省ｴﾈﾙｷﾞｰな従来性能を大きく向上させた超高性能ﾌｨﾙﾀｰの開発ができると考え

られる。ｷｬﾋﾟﾗﾘｰからのｴﾚｸﾄﾛｽﾋﾟﾆﾝｸﾞ法によるﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰ形成は、簡単な装置でﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰが得られ

るので、盛んに研究されているが、生産性が低く実用化には乏しい方法である。ﾛｰﾗｰ式のｴﾚｸﾄﾛ

ｽﾋﾟﾆﾝｸﾞ法は、大量のﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰを形成することが可能で、唯一事業化が可能な方法である。 

事業化をめざし、国内初の装置方法で、顧客と実用化に近い商品開発を進めることは、独自性・

新規性が高い。 

 

  ③研究の目標（フェーズ毎に数値目標等をあげ、具体的に） 

ﾌｪｰｽﾞⅠ（準備研究、手法検討等） 

 ﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰ不織布を形成する高分子材料の選定及びﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰの形成法の確立。 

 ｷｬﾋﾟﾗﾘｰを用いて、ﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰを形成して、高機能ﾌｨﾙﾀｰ性能の可否を確認する。 

ﾌｪｰｽﾞⅡ（技術開発本格化） 

 ﾛｰﾗｰ式のｴﾚｸﾄﾛｽﾋﾟﾆﾝｸﾞ装置を導入して、量産化技術を確立する。 

実用化ｻｲｽﾞの高機能ﾌｲﾙﾀｰのｻﾝﾌﾟﾙ作成と顧客評価を開始する。（ｴｱﾌｨﾙﾀｰ、液体ﾌｨﾙﾀｰ） 

ﾌｪｰｽﾞⅢ（事業化、製品化） 

    高機能ｴｱﾌｨﾙﾀｰ・液体ﾌｨﾙﾀｰとして、顧客評価を開始した。 

現方法は、高分子・溶媒の制約、溶媒の回収、残存溶媒の除去、火災の危険性など多くの

課題を抱えている。火災の危険性の低い溶媒での商品開発、事業化を検討しているが、 

並行して、この制約ない溶融型静電紡糸法に注目し研究をする。 

研究の進め方及び進捗状況（目標と対比して） 

①ひょうご科学技術協会に設置されたｴﾚｸﾄﾛｽﾋﾟﾆﾝｸﾞ装置で、高分子材料をﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰ化する研究を

した。低圧力損失で高捕集効率のｴｱﾌｨﾙﾀｰとなることを確認した。 

②平成 18 年度新産業創出支援事業（産学連携・事業連携）に採択され、量産化が可能と思われる

ﾛｰﾗｰ方式ｴﾚｸﾄﾛｽﾋﾟﾆﾝｸﾞのﾊﾟｲﾛｯﾄ装置を導入した。実用化ｻｲｽﾞのｴｱﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄを作成して、高性能

ﾌｨﾙﾀｰの評価をした。 

③ｴｱﾌｨﾙﾀｰの長寿命化に取り組み、圧力損失の上昇を抑える長寿命ﾌｨﾙﾀｰ材を開発した。 

④実用化ｻｲｽﾞで、顧客での実用化試験を開始した。 

⑤溶媒・高分子材料の制約が無く、応用分野の拡大可能な、溶融型ｴﾚｸﾄﾛｽﾋﾟﾆﾝｸﾞ法の研究も並行

して開始した。（平成 20 年兵庫県 COE ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ事業に採択された。） 
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主な成果 

  具体的な成果内容： 

①ﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰが、高機能ﾌｨﾙﾀｰとして使えることを実証できた。 

②高機能ﾌｨﾙﾀｰの性能、量産化技術の課題が明確になって、今後の事業化の方向性決定に寄与した。

③新商品を開発できる可能性が得られた。 

④溶媒・高分子材料の制約が無く、応用分野の拡大可能な、溶融型ｴﾚｸﾄﾛｽﾋﾟﾆﾝｸﾞ法の研究にｽﾃｯﾌﾟ

ｱｯﾌﾟできた。 

  特許件数：２      論文数：０    口頭発表件数：０  

研究成果に関する評価 

  １ 国内外における水準との対比 

  NEDO の国家ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、兵庫県技術ｾﾝﾀｰなどの公的機関、東洋紡、帝人などの大手合繊各社、

日本ﾊﾞｲﾘｰﾝ、弊社も含めた不織布ﾒｰｶｰ各社がﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰ不織布の用途開発に取組んでいる。

何れも、ｷｬﾋﾟﾗﾘｰ方式で量産性に劣っている。幅 500mm のﾛｰﾗ方式装置は国内初の装置で、顧

客との商品開発を進める上で、業界のﾄｯﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟに位置している。 

  一方、米国、欧州、韓国には、既に事業化している会社があり、日本は遅れている。 

  ２ 実用化に向けた波及効果 

 新商品を開発できる可能性が得られた。 

現方法は、高分子・溶媒の制約、溶媒の回収、残存溶媒の除去、火災の危険性など多くの課題

を抱えている。火災の危険性の低い溶媒での商品開発、事業化を検討しているが、これと並行

して、この制約ない溶融型静電紡糸法に注目し研究を開始した。 

残された課題と対応方針について 

①作成したｻﾝﾌﾟﾙを顧客に提供し、性能評価をしていただき商品化を進める。 

②溶融型ﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰ形成技術を確立して、無溶媒、耐熱、耐薬品性の要求される分野へ用途展開 

をする。 

ＪＳＴ負担分（千円） 地域負担分（千円）  
15 

年度 

16 

年度

17 

年度 

18 

年度 

19 

年度

20

年度
小計

15 

年度

16

年度

17

年度

18

年度

19 

年度 

20 

年度 
小計

合 計

人件費 － － 0 0 0 0 0 － － 5,274 8,800 3,215 7,250 24,539 24,539 

設備費 － － 0 0 0 0 0 － － 0 18,579 7,450 9,630 35,659 35,659 

その他研究費

（消耗品費、材

料費等） 

－ － 0 0 0 0 0 － － 500 550 0 70 1,120 1,120 

旅費 － － 0 0 0 0 0 － － 957 0 744 300 2,001 2,001 

その他 － － 0 0 0 0 0 － － 10 0 O 2,000 2,010 2,010 

小  計 － － 0 0 0 0 0 － － 6,741 27,929 11,409 19,250 65,329 65,329 

代表的な設備名と仕様［既存（事業開始前）の設備含む］ 

  ＪＳＴ負担による設備： 

  地域負担による設備：  
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